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都における週別患者報告数の推移 （2018年第1週から2025年第23週まで）

報告数（人） ※ 2025年のデータは第23週(6月2日〜6月8日)まで
※ 保健所受理週を基準とした週別報告数
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百日咳への対応

● 病原体は百日咳菌（Bordetella pertussis）
● 症状としては、特徴的な咳（発作性・連続性の咳など）や症状（無呼吸発作など）を

呈する、あるいは長引く咳が見られる
● 乳児で重症化しやすく、肺炎、脳症を合併し、まれに致死的
● 2025年第23週の患者報告数は、全数把握疾患となった2018年以降で最多
● 2025年第15週以降は9週連続で週当たり100件を超える報告数となっている

百日咳とは

第23週230件

〜2017年：定点把握疾患
2018年〜：全数把握疾患

資料４



○ひとくち感染症情報の更新
○都のホームページ
○ SNS（X（旧Twitter）、LINE）
○ 赤ちゃんファーストメールマガジン等

◆乳児で重症化しやすいので
生後２か月に達したら
早めにワクチン接種の検討を

◆特に乳児がいるご家庭では
咳エチケットや手洗いなど
基本的な感染対策を

都民への呼びかけ

百日咳への対応



○ 感染症等の専門家から意見を聴取

都の対応

【主な意見】

・ 小児の感染者数が増加しており、早期乳児は兄弟姉妹などからの

家庭内感染が多い

・ 日本でもマクロライド耐性の百日咳菌による患者が報告されている

・ 関係学会から定期接種外ワクチンについての提言がなされている

〇 専門家の意見を踏まえ、「東京都感染症マニュアル2018」の百日咳のページを更新

⇒ ホームページに掲載（6月11日）、医療機関向けに提供（6月12日）
追記・修正内容項目

〇早期乳児の感染源の多くが、兄弟姉妹などからの家庭内感染であることを強調感染経路

〇特徴的な咳を見逃さず、早期探知・早期治療につなげることを強調臨床的特徴

〇日本でも複数の地域からマクロライド耐性の百日咳菌による患者が報告されている
ことについて追記

病原体

〇日本小児科学会の推奨について情報提供
・生後２カ月になったら速やかに定期接種の５種混合ワクチンを接種すること
・就学前に３種混合ワクチンを追加接種すること、11-12歳の定期接種である２種混合
ワクチンに代えて３種混合ワクチンを接種すること

〇日本産科婦人科学会の推奨について情報提供
・希望する妊婦には百日咳を含む３種混合ワクチンの接種を考慮すること

ワクチン

・マクロライド耐性の百日咳菌に対する抗生剤の処方例について情報提供治療方針

（東京都健康安全研究センター）

マクロライド耐性百日咳菌
透過型電子顕微鏡像

500nm

百日咳への対応


